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~"\ 3 章では，長鎖アルキルクラウンエーテルについて，消界面物性を JI，~Jべ，相当する非環状化合物
及びN-長鎖アルキルモノアザクラウンエーテルと比較険，\J し その特性を解|リ!している。
:;~ 4 l\~~= では，これらの新規w而j丹1''1:物'{T(こ対する塩効果を調べ，通 ~r;~~~ の非環状ポリオキシエチレン
型非イオン活性剤の笠:り点を低下させる金属塩がクラウン化合物の宝:り点を選択的にJ--.H させ，その
t'.H の度合は添加する塩のアニオンのみならず，カチオンの種類とクラウン環の大きさに関連してい
ることを見出している。また 塩化カリウム及び塩化ナトリウムは， 18- 及び15 クラウンの臨界ミセ
ル濃度，表面張力及び起泡力など界面物'1"1:を選択的に変化させることを I沼めている。


















(5) フェノール指数及び転相温度からこれらのクラウン化合物の HLB (親水性・親irtl 'i"tバランス)並
びに塩添加の際の HLBの変化を推定し 塩の効果が選択的であることを確認している。
以上の結果は新しい界面活性クラウン化合物の合成法を確立するとともに，アルキルクラウンエー
テル類及びN- アルキルアザクラウンエーテル類の界面化学的性質の解明を行い， これらが従来にない
特異な性質をもっ界面活性剤であることを明らかにしたもので，多くの興味ある学術的知見を得てお
り，その成果は，工業化学，界面化学の発展に寄与するところが大き Po
よって本論文は博二七論文として価値あるものと認める。
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